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〒920-0963 金沢市出羽町3番1号 
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蓮如上人画像

◇会　　期

2月16日（土）～3月23日（日）
◇会　　場　第1特別展示室・第4展示室

◇開館時間　午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）会期中無休

◇入 館 料　一　般　250円（200円）

大学生　200円（160円）

高校生以下無料
（ ）内は20名以上の団体料金

No.86 2008・2・16

◆ハンズオン！ 箱の中身は何だろな？
―れきはく収蔵品にみる収蔵術―

会　期　2月16日（土）～3月23日（日）
会　場　第4展示室
内　容　箪笥や長持などの収納用具に触れて、収納の歴

史を探る。

◆楽しい古文書―コレクション展の文書を読む―

日　時　2月23日（土） 午後2時～

3月 5日（水） 午後2時～
会　場　学習ホール
内　容　コレクション展に展示した古文書の解読。
講　師　当館学芸専門員　濱岡伸也
参加費　無料
参加方法 申込不要・当日受付へお申し出下さい。
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開
催
に
よ
せ
て

歴
史
博
物
館
の
大
切
な
責
務
の
ひ
と
つ
に
、
石
川
県
の
歴
史

と
文
化
に
か
か
わ
る
資
料
の
収
集
・
保
存
活
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
責
務
を
は
た
す
た
め
に
、
昭
和
四
十
三
年
の
開
館
以
来
、

十
万
点
に
お
よ
ぶ
資
料
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
収
集
資
料
は
、

当
館
の
展
示
活
動
や
体
験
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
者
の
学

術
活
動
、
学
校
教
育
、
他
館
の
展
示
活
動
、
歴
史
図
書
出
版
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
収
集
・
保
管
し
た

寄
贈
・
購
入
資
料
の
ほ
か
、
研
究
用
に
お
借
り
し
て
い
る
未
公

開
資
料
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
、
博
物
館
の
収
集
活
動
に
あ
ら
た

め
て
ご
理
解
を
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

会
期
中
に
は
よ
り
詳
し
く
資
料
保
存
の
現
状
な
ど
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
展
示
・
講
座
・
収
蔵
庫
見
学

会
な
ど
各
種
事
業
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
展
示
資
料
の
な
か
か
ら
注
目
さ
れ
る
い

く
つ
か
を
紹
介
し
、
企
画
展
の
ご
案
内
と
い
た
し
ま
す
。

①
和わ

同ど
う

開
珎

か
い
ち
ん

／
一
点

金
沢
市
三み
つ

小
牛
こ
う
じ

サ
コ
山

遺
跡
の
出
土
品
。
こ
の
遺

跡
は
日
本
一
た
く
さ
ん
の

和
同
開
珎
が
出
土
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
ま
す
。
和
同

開
珎
が
発
見
さ
れ
た
の
は

昭
和
三
十
二
年
。
三
小
牛
町
高
山
太
一
氏
所
有
の
サ
コ
山
か
ら
、

同
氏
の
子
息
高
山
弘
氏
が
薪
伐
採
中
に
、
和
同
開
珎
五
八
〇
枚

余
・
金
銅
鈴
・
土は

師じ

器き

片
を
偶
然
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

出
土
品
は
国
の
所
有
と
な
り
、
現
在
は
京
都
国
立
博
物
館
で
保

管
し
て
い
ま
す
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
も
の
は
、
土
地
所
有
者
の
高
山
太
一
氏
が

発
見
の
記
念
に
も
っ
て
い
た
一
枚
で
、
現
地
に
残
る
唯
一
の
資

料
で
す
。
材
質
は
銅
。
銭
文
の
「
開
」
は
隷
開
で
、
い
わ
ゆ
る

新
和
同
に
あ
た
り
ま
す
。
山
寺
を
含
め
た
聖
地
の
地
鎮
に
用
い

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
今
村
家
資
料
／
百
二
十
点

今
村
家
は
藩
政
期
、
卯
辰
町
に
あ
り
、
鋳い

物も

師じ

を
生
業
と
し

た
家
で
す
。
今
回
収
集
し
た
資
料
は
同
家
の
藩
政
期
の
生
業
・

生
活
が
う
か
が
え
る
も
の
で
、
内
容
は
鋳
物
師
関
係
、
家
柄
町

人
関
係
、
日
蓮
宗
関
係
に
大
別
で
き
ま
す
。

鋳
物
師
関
係
で
は
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
の
利
常
か

ら
の
免
状
を
は
じ
め
、
真
継
家
関
係
の
資
料
、
火
矢
方
な
ど
職

務
関
係
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。
家
柄
町
人
関
係
で
は
、
町
役
人

と
し
て
の
職
務
や
華
道
（
池
坊
）
稽
古
な
ど
金
沢
の
町
人
の
実

態
を
把
握
で
き
る
資
料
が
あ
り
ま
す
。

資
料
の
最
大
の
特
徴
は
日
蓮
宗
関
係
の
も
の
で
す
。
今
村
家

は
日
蓮
宗
の
檀
家
で
あ
り
、
東
山
の
全
性
寺
を
檀
那
寺
と
し
て

い
ま
し
た
。
信
仰
資
料
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
加
藤
清
正

に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。
日
蓮
・
加
藤
清
正
・
北
野
天
満
宮
の

三
尊
を
ま
つ
っ
た
厨
子
、
清
正
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
鉄
鍔
、
清

正
の
手
形
、
清
正
像
を
写
し
た
掛
軸
な
ど
、
興
味
深
い
資
料
が

数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

加
藤
清
正
に
か
か
わ
る
資
料
が
多
い
の
は
、
十
九
世
紀
に
は

い
り
、
日
蓮
宗
で
加
藤
清
正
（
彼
は
熱
烈
な
日
蓮
宗
の
信
者
で

し
た
）
を
崇
敬
す
る
動
き
が
活
発
化
し
た
た
め
で
す
。
金
沢
で

は
東
山
の
全
性
寺
な
ど
が
清
正
公
信
仰
の
中
心
と
な
り
ま
し

た
。
当
該
資
料
は
金
沢
に
お
け
る
清
正
公
信
仰
の
実
態
解
明
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

③
正
賢
寺
資
料
／
三
十
八
点

小
松
市
に
あ
っ
た
浄
土
真
宗
正
賢
寺
（
東
）
が
所
蔵
し
て
い

た
資
料
。
同
寺
は
、
住
職
不
在
が
続
い
た
た
め
平
成
十
九
年
六

月
に
宗
教
法
人
を
解
散
し
、
本
尊
な
ど
は
東
本
願
寺
へ
返
納
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
檀
家
衆
か
ら
歴
史
的
価
値
の
大
き
い
資
料

に
つ
い
て
、
歴
史
博
物
館
で
の
保
存
・
活
用
を
図
り
た
い
と
の

要
望
が
あ
り
、
小
松
教
務
所
の
仲
介
を
得
て
寄
贈
を
受
け
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
蓮
如
上
人
画

　
れ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん
　

像
、
同
裏
書
、
六
字
名
号

ろ
く
じ
み
ょ
う
ご
う

、
実
如

じ
つ
に
ょ

証
し
ょ
う

判は
ん

御お

文ふ
み

、
証
如
し
ょ
う
に
ょ証
判
御
文
、
教
如
き
ょ
う
に
ょ上
人
御
消
ご
し
ょ
う

息そ
く

な
ど
、
東
西
分

派
（
江
戸
時
代
）
以
前
の
浄
土
真
宗
資
料
が
過
半
を
占
め
ま
す
。

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
蓮
如
上
人
の
画
像
で
す
。
寺
伝

で
は
蓮
如
上
人
の
寿
像
（
生
前
に
描
か
れ
た
像
）
と
さ
れ
ま
す
。

そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
は
別
に
伝
来
す
る
裏
書
に
、「
文
明

二
歳
庚
寅
五
月
廿
八
日
　
釈
蓮
如
　
五
十
六
歳
　
願
主
釈
性

賢
」
と
あ
り
、蓮
如
の
没
年
の
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
先
立

つ
、文
明
二
年（
一
四
七
〇
）の
年
紀
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
画
像
と
裏
書
が
一
体
の
も
の
と
い
う
考
え
方
に

対
し
て
は
、「
釈
蓮
如
」
の
署
名
の
相
違
か
ら
疑
問
視
す
る
向
き

も
多
く
、
判
断
は
今
後
の
研
究
に
待
つ
と
こ
ろ
で
す
。

企
画
展 

れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
７ 

日蓮・清正・天神三尊像

伝清正公所用鉄鍔

和同開珎
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④
大お
お

屋やœ
Œ

よ
し
あ
つ

記
念
碑
関
係
資
料
／
二
十
四
点

金
沢
の
洋
学
者
大
屋a

Z

の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
兼
六
園

内
に
建
設
さ
れ
た
記
念
碑
に
関
す
る
資
料
。
記
念
碑
は
、
学
校

の
同
僚
や
教
え
子
の
尽
力
に
よ
り
、
明
治
三
十
七
年
、
兼
六
園

内
の
金
沢
神
社
脇
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

大
屋a

Z

は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
金
沢
生
ま
れ
。
安
政

元
年
（
一
八
五
四
）
京
都
に
遊
学
し
、
同
五
年
に
帰
国
。
慶
応

元
年
（
一
八
六
五
）
に
壮
猶
館
翻
訳
方
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
降
、

要
職
を
歴
任
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。『
広
益
英
倭
字
典
』
の
編

者
の
ひ
と
り
で
、
廃
藩
置
県
以
後
も
深
く
学
事
に
関
係
し
、

『
金
沢
名
数
』『
加
賀
地
誌
』
等
多
数
の
著
作
を
残
し
ま
し
た
。

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
没
、
享
年
六
十
三
歳
で
し
た
。

資
料
の
内
訳
は
、
石
碑
の
建
設
願
書
や
下
図
、
見
積
書
な
ど

か
ら
な
り
ま
す
。
記
念
碑
の
建
設
に
か
か
わ
る
経
緯
の
ほ
か
、

『
広
益
英
倭
字
典
』
に
か
か
わ
っ
た
人
々
と

の
交
流
の
様
子
も
う
か
が
え
る
資
料
と
し

て
注
目
さ
れ
ま
す
。

歴史資料

民俗資料

資料名

刀箱

金沢市内地鎮祭写真

昭和15年豪雪記録絵葉書

今村家資料

芭蕉二見文台写

新筋入り銃弾薬包み紙

南天に子犬図

龍図

無学愚禅書

黒漆塗学校横目所箱

舞鶴女子挺身隊宛書簡

前田利為等画賛

映画プレスシート他

上級加賀藩士邸宅図

志賀範之関係資料

翼賛壮年団粟津校下分団旗

大丸呉服店風呂敷包箱

灯火管制用灯火カバー

紀元二千六百年記念日本万博入場券

日中戦争駐留軍撮影写真

大屋†ß記念碑関係資料

北安江生産組合文書

耕地整理組合地区確定図

生産組合事務所看板

シベリア派遣記念写真帳

上海派遣軍派遣記念帳

陸軍大写真帳

出征幟旗

陸軍省敷地境界石柱

鰯網

鯖網

刺し網用アバ

点数

1

1

13

120

1

3

1

1

1

1

16

1

15

1

120

1

1

6

1

40

24

223

1

1

1

1

1

2

1

1

2

60

寄贈者（敬称略）

金沢市　本西武

金沢市　本西武

金沢市　細谷外芳

購入

購入

金沢市　道法外雄

金沢市　本西武

金沢市　本西武

金沢市　本西武

金沢市　本西武

白山市　本谷文雄

金沢市　本西　武

珠洲市　次郎間玲子

金沢市　本西武

大阪府　志賀軌之

小松市　橋本巌夫

金沢市　松田悠美

金沢市　御園直太郎

能登町　根畑　博

金沢市　法村龍夫

加賀市　田嶋正和

金沢市　土本毅

金沢市　土本毅

金沢市　土本毅

金沢市　小杉利男

金沢市　小杉利男

金沢市　小杉利男

金沢市　山内作栄

金沢市　岡山生八

輪島市　西出藤一郎

輪島市　西出藤一郎

輪島市　西出藤一郎

考古資料

美術品

平成19年度収蔵資料一覧（平成19年2月～20年1月末現在）

資料名

刺し網用浮き樽

台切鋸

カメラAIRES35-ⅢB
カメラFLASH FUJICA

刃ガマ

草刈りガマ

畦づくり用杵

畦けづり

畦づくり用縄

ナタガマ

ガンガン

洗い籠

フッカゴ

三角ダモ

婚礼用御櫃

コシアテ

バンドリ

トオシ

オアシ

ワク

エブリ

マンガ

木製看板「紫雪」「烏犀圓」

木製看板「混元丹」「賢心丹」

和泉守兼定作刀

桜花に流木模様鐙

刺繍松竹梅に鶴亀文打掛

刺繍富士に海浜文打掛

正賢寺資料

和同開珎

総計

寄贈者（敬称略）

輪島市　西出藤一郎

白山市　北坂猛

金沢市　嶋田千鶴子

金沢市　嶋田千鶴子

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

内灘町　西村康二

輪島市　森山庄五郎

輪島市　森山庄五郎

輪島市　森山庄五郎

かほく市　奥村国男

購入

購入

金沢市　今井清幸

今井清博

購入

金沢市　若狭リヰ子

金沢市　若狭リヰ子

小松市　佐々木五六

金沢市　西村祐三

点数

3

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1組

1

1

1

1

1

1

1

1

1

38

1

735

記念碑（兼六園内）記念碑下図（上下とも）
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平
成
十
九
年
度
の

平
成
十
九
年
度
の 

　
　
展
示
会
を
振
り
返
っ
て

　
　
展
示
会
を
振
り
返
っ
て 
平
成
十
九
年
度
の 

　
　
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て 

平
成
十
九
年
度
開
催
の
展
覧
会
は
、
特
別
展
三
回
の
ほ
か
、
企
画
展

三
回
、
石
川
県
立
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
休
館
に
と
も
な
う
石
川
県
立

美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
（
第
一
特
別
展
示
室
・
二
回
、
第
二
特
別
展

示
室
・
三
回
）
や
貸
館
展
示
な
ど
、
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
度
当
初
の
慌
し
さ
が
過
ぎ
、
小
・
中
学
生
の
遠
足
で
賑
わ
う
時
期

に
春
季
特
別
展
「
昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―
」

（
四
月
二
十
一
日
〜
五
月
二
十
七
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
、
戦
後

の
流
れ
―
玉
音
放
送
か
ら
天
皇
崩
御
ま
で
―
、
二
、
暮
ら
し
―
豊
か
さ

と
便
利
さ
を
求
め
て
―
、
三
、
娯
楽
―
あ
の
頃
、
夢
中
に
な
っ
た
も
の

―
、
と
い
う
三
本
の
柱
で
構
成
。
第
一
特
別
展
示
室
で
、
一
九
六
一

件
・
約
一
万
点
の
資
料
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
た
会
場
は
、
昔
懐
か
し

い
レ
ト
ロ
な
昭
和
一
色
に
包
ま
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
不
思
議
な

昭
和
の
モ
ノ
が
か
も
し
だ
す
魅
力
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

会
期
中
、
記
念
講
演
会
一
回
、
昭
和
講
座
一い
ち

日に
ち

二
回
、
列
品
解
説

二
回
、
テ
ー
マ
に
因
む
、
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
回
、
そ
れ
に
第
四

展
示
室
で
、「
懐
か
し
家
電
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」「
昭
和
の
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー
を
作
ろ
う
」「
紙
製
お
も
ち
ゃ
の
世
界
」
な
ど
の
昭
和
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

白
山
の
山
開
き
も
過
ぎ
、
家
族
連
れ
で
賑
わ
う
時
期
に
夏
季
特
別
展

石
川
・
福
井
県
文
化
交
流
企
画
「
白
山
　
―
聖
地
へ
の
ま
な
ざ
し
―
」

（
七
月
二
十
一
日
〜
八
月
二
十
六
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
、
山
林

修
行
の
世
界
、
二
、
白
山
登
拝
の
世
界
、
三
、
中
世
神
話
の
な
か
の
白

山
信
仰
、
四
、
白
山
信
仰
の
仏
神
像
、
五
、
白
山
争
論
、
六
、
登
拝
・

参
詣
・
遊
覧
、
の
六
本
の
柱
で
構
成
。
第
一
・
第
二
特
別
展
示
室
を
使

用
し
、
重
要
文
化
財
の
白
山
三
社
神
像
（
白
山
比w

神
社
蔵
）
を
始
め

と
す
る
加
賀
馬
場
に
伝
わ
る
資
料
を
中
心
に
、
越
前
・
美
濃
の
関
係
資

料
を
も
加
え
、
白
山
の
魅
力
と
、
培
わ
れ
た
歴
史
と
文
化
に
理
解
を
深

め
る
目
的
で
、
重
要
文
化
財
十
四
点
を
含
む
一
四
六
件
・
約
三
百
点
を

公
開
し
ま
し
た
。
白
山
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
時
期
だ
け
に
、
地
元

は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
の
来
館
者
も
ず
い
ぶ
ん
と
目
立
ち
ま
し
た
。

会
期
中
、
白
山
講
座
と
し
て
記
念
講
演
会
二
回
と
テ
ー
マ
に
因
む
、

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
二
回
、
そ
れ
に
第
四
展
示
室
や
休
憩
コ
ー
ナ
を

中
心
に
、
関
連
企
画
　
木
村
芳
文
写
真
展
「
白
山
」
を
開
催
し
、
白
山

の
四
季
の
姿
を
紹
介
し
ま
し
た
。

秋
の
虫
の
音
が
奏
で
ら
れ
る
頃
、
秋
季
特
別
展
「
石
川
の
お
宝
史

―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―
」（
九
月
二
十
九
日
〜
十
一
月
十
一
日
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
第
一
特
別
展
示
室
を
使
用
し
、
一
、
歴
博
の
「
お
宝
」、

二
、「
お
宝
」
の
歴
史
、
三
、
文
化
財
の
誕
生
、
四
、「
お
宝
」
を
救
う
、

の
四
本
の
柱
で
構
成
。
当
館
蔵
の
文
化
財
、「
お
宝
」
の
「
名
宝
」「
秘

宝
」「
珍
宝
」
か
ら
文
化
財
に
い
た
る
視
点
の
変
化
、
制
度
と
し
て
の

「
文
化
財
」
と
指
定
を
め
ぐ
る
視
線
、「
能
登
半
島
地
震
」
に
よ
る
救
出

文
化
財
の
状
況
と
課
題
な
ど
、
い
ず
れ
の
コ
ー
ナ
ー
も
楽
し
み
な
が
ら

も
、
文
化
財
に
対
し
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
、
六
十
五
件
・
約
百
五

十
点
を
公
開
し
ま
し
た
。

会
期
中
、
特
別
講
演
会
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
関
連
企
画
）

一
回
、
実
演
！
か
ら
く
り
人
形
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
関
連
企

画
）
一い
ち

日に
ち

二
回
、
テ
ー
マ
に
因
む
、
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
回
を

実
施
し
ま
し
た
。

特
別
展
の
合
間
を
縫
い
、
企
画
展
と
石
川
県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
、
そ
れ
に
貸
館
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。「
韓
国
伝
統
の
ポ
ジ
ャ

ギ
と
韓
流
パ
ネ
ル
展
」（
四
月
十
三
日
〜
十
五
日
）
は
、
韓
国
の
観
光

と
文
化
を
紹
介
す
る
「
K
o
r
e
a
W
e
e
k
２
０
０
７
in
石
川
」

の
関
連
展
示
で
、
韓
国
伝
統
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
「
ポ
ジ
ャ
ギ
」
と
結
婚

式
の
衣
装
な
ど
百
四
十
点
に
、
韓
国
ド
ラ
マ
の
名
場
面
の
パ
ネ
ル
約
三

十
六
点
を
貸
館
展
示
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

企
画
展
「
加
賀
の
刀
剣
」（
六
月
九
日
〜
七
月
八
日
）
は
、
当
館
蔵

の
赤
羽
刀
を
中
心
に
石
川
県
立
美
術
館
蔵
品
を
も
加
え
て
構
成
。
会
期

中
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
石
川
県
支
部
に
よ
る
列
品
解
説
が
五
回

行
わ
れ
好
評
で
し
た
。

石
川
県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
日
本
の
美
　
―
人
・
鳥
・
花

そ
し
て
風
景
―
」（
九
月
四
日
〜
二
十
日
）
は
、
同
館
の
古
美
術
か
ら

現
代
ま
で
の
多
彩
な
蔵
品
の
精
華
を
、
表
現
を
重
視
し
た
テ
ー
マ
に
よ

り
、
第
一
特
別
展
示
室
を
使
用
し
、
四
十
七
点
が
公
開
さ
れ
圧
巻
で
し

た
。
ま
た
同
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
古
九
谷
と
石
川
の
工
芸
Ⅰ
」（
九
月

四
日
〜
二
十
六
日
、
九
月
二
十
九
日
〜
十
月
十
四
日
）
が
、
第
二
特
別

展
示
室
で
開
催
さ
れ
、古
九
谷
の
迫
力
あ
る
魅
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

秋
季
特
別
展
の
後
が
、「
ふ
れ
て
み
る
い
し
か
わ
の
文
化
展
」（
十
一

月
十
七
日
〜
二
十
一
日
）
で
し
た
。
石
川
県
が
推
進
し
て
い
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
、
じ
か
に
手
で
触
れ
て

鑑
賞
で
き
る
彫
刻
や
、
昔
懐
か
し
い
生
活
用
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
中
、「
は
る
か
ぜ
文
庫
」
の
朗
読
会
一
回
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
第
二
弾
、「
加
賀
藩
の
美
術

工
芸
と
芸
術
院
会
員
・
人
間
国
宝
」（
十
一
月
二
十
七
日
〜
十
二
月
十

三
日
）
は
、
石
川
の
工
芸
の
奥
の
深
さ
と
厚
み
を
垣
間
見
る
内
容
で
、

第
一
特
別
展
示
室
を
使
用
し
、
六
十
九
点
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

同
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
古
九
谷
と
石
川
の
工
芸
Ⅱ
」（
十
月
十
六
日
〜

十
一
月
十
一
日
、
十
一
月
十
四
日
〜
三
十
日
）
が
、
第
二
特
別
展
示
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
て
始
ま
っ
た
企
画
展
「
新
春
を
祝
う
　
―
干
支
と
お
正

月
―
」（
一
月
四
日
〜
二
月
三
日
）
は
、
当
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
一
、

初
笑
い
、
二
、
干
支
と
暦
、
三
、
武
家
の
正
月
、
四
、
正
月
の
遊
び
、

五
、
正
月
の
民
俗
、
六
、
年
賀
切
手
と
郷
土
玩
具
、
七
、
天
神
堂
、
の

柱
で
構
成
。
正
月
習
俗
や
干
支
に
関
す
る
歴
史
資
料
、
正
月
に
ふ
さ
わ

し
い
吉
祥
の
絵
画
や
文
芸
資
料
な
ど
、
約
百
件
・
二
百
点
を
公
開
し
ま

し
た
。

一
月
四
・
五
・
六
日
に
「
懐
か
し
の
福
茶
を
飲
も
う
」
の
サ
ー
ビ
ス
と

「
べ
ん
だ
い
作
り
」、
ま
た
会
期
中
、「
自
分
の
干
支
を
描
い
て
み
よ
う
」

「
天
神
堂
を
組
み
立
て
よ
う
」「
福
笑
い
を
や
っ
て
み
よ
う
」「
羽
根
突

き
を
や
っ
て
み
よ
う
」
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
そ
れ
に
テ
ー
マ
に

因
む
、
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
回
を
実
施
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。

企
画
展
「
れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
７
」（
二
月
十
六
日
〜

三
月
二
十
三
日
）
は
、
平
成
十
九
年
度
に
収
集
・
保
管
し
た
寄
贈
・
購

入
資
料
の
ほ
か
、
研
究
用
に
お
借
り
し
て
い
る
未
公
開
資
料
を
も
紹
介

し
、
博
物
館
活
動
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
約
三
百
点
を

公
開
し
ま
す
。

会
期
中
、「
ハ
ン
ズ
オ
ン
！
箱
の
中
身
は
何
だ
ろ
な
？
―
れ
き
は
く

収
蔵
品
に
み
る
収
蔵
術
―
」「
楽
し
い
古
文
書
―
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の

文
書
を
読
む
―
」
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
そ
れ
に
テ
ー
マ
に
因
む
、

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
一
回
、ま
た
収
蔵
庫
見
学
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

同
展
の
会
期
途
中
か
ら
、
第
二
特
別
展
示
室
で
、
石
川
県
立
美
術
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
古
九
谷
と
再
興
九
谷
」（
三
月
一
日
〜
二
十
三
日
、

二
十
六
日
〜
三
十
一
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。（学

芸
主
幹
　
北
春
千
代
）
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第1回石川の歴史遺産セミナー開催

一
月
十
三
日
、
第
一
回
石
川
の
歴
史
遺
産
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
。
テ
ー
マ
は
「
山
と
く
ら
し
〜
新
し
い
歴

史
像
を
求
め
て
〜
」
と
し
、
近
年
注
目
さ
れ
始
め
て

き
た
山
村
研
究
の
成
果
を
取
り
込
み
、
様
々
な
視
点

か
ら
山
村
の
生
活
文
化
を
考
え
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
た
一
般
参
加
の

公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

関
係
の
研
究
者
は
も

と
よ
り
、
一
般
県
民

の
関
心
は
高
く
、
約

八
十
名
の
参
加
が
あ

り
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

新
春
企
画
展
関
連
行
事
と
し
て
、
ベ
ン
ダ
イ
作

り
同
様
一
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
昔

懐
か
し
の
「
金
沢
の
福
茶
」
が
、
来
館
者
に
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。
番
茶
と
山
椒
（
ま
た
は
黒
豆
）

を
煮
出
し
た
金
沢
の
福
茶
は
、
年
越
し
（
大
晦
日
、

一
月
六
日
と
十
四
日
、
節
分
）
に
口
に
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
杓
子
で
く
み
上
げ
る
お
茶
に
山
椒
が

混
じ
る
と
「
福
が
入
る
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
山

椒
入
り
の
独
特
な
風
味
を

楽
し
み
な
が
ら
、
皆
さ
ん

「
福
」
を
す
く
い
取
っ
て
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

新
春
企
画
展
関
連

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
、
一
月
四
日

か
ら
六
日
ま
で
の
三

日
間
、「
ベ
ン
ダ
イ
」

作
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
「
ベ
ン
ダ
イ
」

と
は
、
金
沢
で
戦
前
の
頃
ま
で
あ
っ
た
、
正
月
に

飾
る
縁
起
物
で
す
。
珍
し
さ
も
あ
っ
て
か
年
末
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
会
場
と
な
っ
た
第
四

展
示
室
は
初
日
か
ら
満
員
盛
況
。
観
光
客
や
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
の
参
加
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
昔
の
金

沢
の
正
月
を
十
分
に
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋のバスツアー　旧七日市藩への旅

十
一
月
七
・
八
日
の
二
日
間
、
秋
の
バ
ス
ツ
ア

ー
を
実
施
。
今
回
は
当
館
初
と
な
る
一
泊
二
日
の

行
程
で
、
群
馬
方
面
へ
と
足
を
の
ば
し
、
加
賀
藩

と
縁
の
深
い
旧
七
日
市
藩
（
群
馬
県
富
岡
市
）
と

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
富
岡
製
糸

場
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。
旧
七
日
市
藩
は
、
前

田
利
家
の
五
男
利
孝
を
初
代
藩
主
と
し
、
そ
の
陣

屋
跡
は
県
立
富
岡
高
校
敷

地
内
に
あ
り
ま
す
。
石
川

か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
再

会
し
た
梅
鉢
文
を
前
に
、

ご
参
加
の
皆
さ
ん
も
感
無

量
の
様
子
で
し
た
。

（
３
月
）

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
…
第
２
展
示
室

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
無
料
　
※
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
は
無
料
で
す
が
、
他
の
展
示
も
あ
わ

せ
て
観
覧
の
場
合
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

３
/
２
（
日
）
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

高
度
成
長
時
代
（
資
料
課
長
　
本
谷
文
雄
）

（
企
画
展
関
連
行
事
「
収
蔵
庫
見
学
会
」
も

あ
わ
せ
て
実
施
予
定)

３
/
15
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

れ
き
は
く
の
資
料
保
存

（
学
芸
員
　
大
井
理
恵
）

（
企
画
展
関
連
行
事
「
収
蔵
庫
見
学
会
」
も

あ
わ
せ
て
実
施
予
定)

「福茶」で今年は幸せに 昔なつかし「ベンダイ」作り

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

❈◗
❈◗

催事日録 

石
川
県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

古
九
谷
と
再
興
九
谷

3
月
1
日
（
土
）
〜
3
月
23
日
（
日
）

第
１
特
別
展
示
室

3
月
26
日
（
水
）
〜
3
月
31
日
（
月
）

第
１
特
別
展
示
室

江
戸
時
代
前
期
に
九
谷
（
現
石
川
県
加
賀
市
）
で
製
作
さ
れ
た

色
絵
磁
器
「
古
九
谷
」
と
、
古
九
谷
窯
廃
絶
後
の
江
戸
時
代
後
期

に
製
作
さ
れ
た
「
再
興
九
谷
」
の
各
名
品
を
紹
介
し
ま
す
。

次
回
の
展
覧
会

２
月
14
日
（
木
）
〜
15
日
（
金
）

２
日
間

３
月
24
日
（
月
）
〜
25
日
（
火
）

２
日
間

展
示
替
え
に
よ
る
休
館
日
（
２
〜
３
月
）

色絵壺割花鳥図平鉢
古九谷　

石川県立美術館蔵

色絵象人物図角皿
吉田屋窯　

石川県立美術館蔵
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本
多
の
森
か
ら

年
末
の
休
館
期
間
中
は
、
恒
例
の
展
示
室
大
掃
除
。
久
し
振
り
に
白
山
麓
民

家
（
第
３
展
示
室
）
を
担
当
し
た
の
で
す
が
、
梁
や
棚
、
民
具
な
ど
の
ホ
コ
リ

を
払
い
な
が
ら
、
ふ
と
民
俗
資
料
収
集
家
の
Ｉ
さ
ん
（
故
人
）
の
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
年
以
上
前
の
開
館
直
前
の
頃
、
連
日
熱
心
に
展
示
指
導

を
し
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。
生
活
感
を
リ
ア
ル
に
出
す
た
め
に
、
細
部
に
ま
で

頑
固
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
仕
事
が
深
夜
に
ま
で
及
び
、
夜
中
に

加
賀
市
の
ご
自
宅
ま
で
車
で
お
送
り
し
た
こ
と
も
幾
度
か
。
す
べ
て
の
作
業
が

終
わ
っ
た
あ
の
夜
の
、
Ｉ
さ
ん
の
満
足
そ
う
な
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

城
下
町
金
沢
模
型

当
館
は
開
館
し
て
二
十
二
回
目
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た

が
、
前
身
の
郷
土
資
料
館
時
代
（
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
〜

六
十
一
年
三
月
）
の
こ
と
は
覚
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
、
あ
の
旧
制
第
四
高
等
学
校
校
舎
（
金
沢
市
広
坂
）
が
、

旧
石
川
県
立
郷
土
資
料
館
で
し
た
。
歴
博
と
同
じ
重
要
文
化

財
の
赤
煉
瓦
建
造
物
で
、
な
か
な
か
風
格
あ
る
近
代
建
築
遺

産
で
す
。
現
在
こ
こ
は
石
川
近
代
文
学
館
（
休
館
中
・
今
年

四
月
に
「
四
高
記
念
文
化
交
流
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
予
定
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
郷
土
資
料
館
時
代
か
ら
来
館
者
に
親
し
ま
れ
、

今
な
お
当
館
展
示
室
で
現
役
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
強つ

わ

者も
の

が

い
る
の
で
す
。
そ
の
名
は
、「
城
下
町
金
沢
模
型
」。
第
２
展

示
室
（
第
一

棟
二
階
）
へ

入
っ
て
す
ぐ

正
面
に
鎮
座

し
て
い
ま
す
。

金
沢
の
城
下

町
は
寛
永
年

間
の
二
つ
の

大
火
を
き
っ

か
け
に
、
居

住
地
域
の
大

が
か
り
な
整

備
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
模

型
は
、
ち
ょ
う
ど

町
の
様
子
が
落
ち

着
い
て
き
た
頃
、

延
宝
八
年
（
一
六

八
〇
）
に
描
か
れ

た「
金
沢
城
下
図
」

を
も
と
に
し
て
縮

尺
約
二
千
分
の
一

で
表
し
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
は
い
ろ

い
ろ
な
時
代
の
金
沢
が
見
え
て
く
る
優
れ
モ
ノ
で
す
。
郷
土

資
料
館
時
代
は
カ
ラ
ー
タ
イ
ル
の
絵
図
が
点
滅
す
る
だ
け
で

し
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
の
歴
博
開
館
を
機
に
、
大
幅
に
改

良
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
「
尾
山
八
町
」
や
「
八

家
屋
敷
」「
前
田
家
ゆ
か
り
の
五
社
」
な
ど
と
い
っ
た
項
目

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
や
区
画
が
電
光
パ
ネ
ル
と
カ

ラ
ー
タ
イ
ル
で
同
時
に
示
さ
れ
、
そ
の
点
滅
の
仕
方
に
も
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
時
代
に
よ
る
移
動
や
変
更

も
分
か
り
や
す
く
表
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
再
整
備
か
ら
も
、
は
や
二
十
年
以
上
が
経
過
。
こ
の

間
の
博
物
館
用
視
聴
覚
機
器
の
進
歩
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
ゲ
ー
ム
機
器
に
手
慣
れ
た
小
中

学
生
た
ち
も
、
こ
の
模
型
を
取
り
囲
み
、
熱
中
し
て
い
る
姿

を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
郷
土
資
料
館
開
館
当
初
か
ら
四
十
年

近
く
働
き
続
け
て
い
る
「
城
下
町
金
沢
模
型
」、
ま
だ
ま
だ

元
気
で
す
。

〈
対
　
　
象
〉
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

〈
期
　
　
間
〉
平
成
二
十
年
四
月
一
日
〜
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
一
年
間
）

〈
会
　
　
費
〉
年
額
一，
〇
〇
〇
円

〈
特
　
　
典
〉
広
報
誌
「
石
川
れ
き
は
く
」、「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
情
報
」
ほ
か
各
種

催
し
物
案
内
が
随
時
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
新
年
度
か
ら
会
員
証
の

提
示
に
よ
り
、
常
設
展
の
入
場
が
無
料
（
特
別
展
開
催
時
は
団

体
料
金
）
に
な
る
ほ
か
、「
歴
史
散
歩
」
や
「
バ
ス
ツ
ア
ー
」
な
ど

当
館
主
催
の
各
種
行
事
に
参
加
で
き
ま
す
。

〈
入
会
受
付
〉
二
月
上
旬
よ
り
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申
込
用

紙
に
所
定
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
会
費
を
添
え
て
当
館
総
合
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
郵
送
で
お
申
し
込
み
の
場
合
は

現
金
書
留
か
定
額
小
為
替
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

当
館
普
及
課
　
?
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
二
三
六

城下町金沢模型（第2展示室）

平成20年度会員証

昨年秋のバスツアー

※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識

平
成
二
十
年
度
れ
き
は
く
メ
イ
ト

会
　
員
　
募
　
集
!!

昨年春の歴史散歩


